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広報 － おおず － ２００７ ５月号

○

お知らせ

　平成18年度土砂災害防止月間における絵画・ポスター・
作文コンクールにおいて、大洲市立久米小学校（受賞時４

年生）二宮康二さんが、ポスターの部で愛媛県知事賞に輝

きました。

　このコンクールは、国土交通省が、毎年６月を「土砂

災害防止月間」と定め、土砂災害およびその防止について、

明日を担う小・中学生に理解と関心を深めてもらおうと

実施しているものです。全国での応募総数は各部門合わ

せて5,459点、愛媛県内からは102点の応募があり、その
中から今回、二宮さんが受賞したものです。

県知事賞に二宮康二さん（久米小学校）
～土砂災害防止月間ポスターコンクール～

　県の自動車税と市の軽自動車税は、
車検を受ける時に納めればよい税金で
はありません。必ず期限内に納めてく
ださい。
　愛媛県八幡浜地方局と大洲市は、共同で、フジグラン
大洲において、５月19日㈯、20日㈰、26日㈯および27日
㈰の４日間（午前９時～午後６時）、出張収納窓口を開
設しますのでお気軽にご利用ください。
　また、愛媛県八幡浜地方局では、５月19日㈯、20日㈰、
26日㈯および27日㈰の４日間（午前９時～午後６時）、
休日収納を、５月29日㈫から31日㈭の３日間（午後７時
30分まで）夜間収納を庁舎で行っています。
問い合わせ・納税の相談
　自動車税　　八幡浜地方局税務課　☎0894－22－4111
　軽自動車税　大洲市役所税務課　　☎24－2111

　新大洲市が誕生して初となる２つの施設が完成しました。

　３月25日㈰、大洲市新谷公民館喜多山分館の落成式が
開催されました。以前より老朽化による建物の改築が地
元から要望されており、昨年９月23日に着工、２月28日
に竣工しました。木造瓦葺平屋建の内部には大ホールを
はじめ、和室、調理室などを備え、地域の文化活動やコ
ミュニティ活動の拠点としての活用が見込まれています。

　河川改修に併せた土地区画整理事業で休所となってい
ました大洲市立大和保育所の落成式が、３月28日㈬に開
催されました。長浜地域の８つの保育所を３つに再編・
統合する計画のなかで建設されたものです。長浜地域で
は初めてとなる地域子育て支援センターを併設し、育児
不安の相談や指導、育児サークルの支援など児童福祉の
向上に期待が寄せられています。
※ これらの施設には県内産の木材を使用しており、愛媛
県公共施設木材利用推進事業の助成を受けています。

祝 完　成　！

自動車税・軽自動車税
納付期限は５月３１日㈭です。

　昨年度策定した集中改革プランの見直しにあたり、今

年度、行政改革推進懇話会（有識者市民委員14人で構成）

を３回開催するとともに、パブリックコメント（意見公募）

を12月末から１月末まで実施し、市民の皆さんの意見を

広く募り、今回の改訂版を策定しました。

　この集中改革プラン（平成18年度改訂版）は、大洲市

公式ホームページ・大洲市役所本庁（１階ロビー・３階

財政課）、長浜支所、肱川支所、河辺支所で閲覧ができま

すので、ご高覧いただきますようお願いします。

　また、配布をご希望される方は、財政課までご連絡く

ださい。（無償にて配布いたします）

　なお、当市の行政改革についてのご意見・ご提言など

常時承りますので、メール・ＦＡＸ・郵送・市民ポスト（市

役所窓口、各支所窓口、公民館・連絡所窓口に設置）に

よりお寄せいただきますようお願いします。

　問い合わせ先　　

　　市役所財政課　行政改革推進係

　　☎２４－２１１１（内線384）

行政改革のお知らせ
　　　大洲市集中改革プランの

　　　　　　　平成１８年度改訂版を作成しました！！
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４月２５日～５月１５日つつじまつりつつじまつり

大洲駅

国道５６号線

至松山

大洲農高

肱川橋

国
道
１
９
７
号

至八幡浜

市役所

至宇和島

臨時バス発着場

大洲まちの駅

肱　川

大洲神社

登山口

観光売店

一般車両進入禁止

冨士山
高齢者・身体障害者が乗車
している車両のみ進入可
高齢者・身体障害者が乗車
している車両のみ進入可（　　　　　　　　　　　　）

如法寺

冨士橋

臨時バス発着場

臨時駐車場
無料200台

オートキャンプ場

登山口

臨時バス発着場

大洲家族旅行村

臨時バス発着場

ふれあいの家

駐車整理料金所

国道197号

至松山市
・肱川町

肱　川

交
通
指
導
の
実
施
予
定
日

　

４
月
28
日（
土
）〜
30
日（
月
）

山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限

〇 

交
通
指
導
の
実
施
日
に
は
、
一

般
車
両
の
山
頂
周
遊
道
路
へ
の

進
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
が
乗
っ

て
い
る
車
両
（
普
通
車
以
下
）

の
み
通
行
可
能
で
す
。

〇 

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
指

導
員
、
道
路
標
識
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

無
料
臨
時
バ
ス

　

交
通
指
導
実
施
日
に
は
、
臨
時

バ
ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。
バ
ス

乗
車
場
所
（
如
法
寺
河
原
）
に
は
、

無
料
駐
車
場
（
約
２
０
０
台
）
が

あ
り
ま
す
。

往
復
運
行
の
経
路

　

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

〜
如
法
寺
河
原
（
無
料
バ
ス
発
着

場
）
〜
家
族
旅
行
村
〜
冨
士
山
ふ

れ
あ
い
の
家
前

冨
士
山
駐
車
場
整
理
料

　

交
通
指
導
実
施
日
に
冨
士
山
公

園
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、

次
の
と
お
り
整
理
料
金
が
必
要
で

す
。

〇
普
通
自
動
車 

５
０
０
円

　

（
軽
自
動
車
含
む
）

〇
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

８
０
０
円

〇
大
型
バ
ス 

１
，
０
０
０
円

※
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　

つ
つ
じ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交

通
指
導
実
施
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
指
導
日
変
更
に
伴
い
、

無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行
日
も
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
商
工
観
光
課

　

商
工
観
光
第
二
係

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
３
３
）

　

大
洲
市
観
光
協
会

　

☎
㉔
２
６
６
４

皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

冨士山つつじまつり案内図

　

ア
シ
原
に
生
息
す
る
ホ
オ
ジ
ロ
の
仲
間

で
北
日
本
な
ど
か
ら
越
冬
に
や
っ
て
来
て
、

肱
川
本
流
や
矢
落
川
の
河
川
敷
な
ど
で
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
群
れ
で
ア
シ

や
オ
ギ
に
止
ま
り
、
パ
リ
パ
リ
と
音
を
た

て
な
が
ら
、
茎
と
皮
の
間
に
棲
ん
で
い
る

ビ
ワ
コ
カ
ラ
カ
イ
ガ
ラ
モ
ド
キ
と
い
う
昆

虫
を
食
べ
ま
す
。「
チ
ュ
イ
〜
ン
」
と
鳴
い

て
パ
ッ
と
上
空
へ
舞
い
上
が
り
、
場
所
を

移
動
し
ま
す
。
渡
っ
て
来
た
頃
は
、
茶
褐

色
で
地
味
な
色
合
い
で
す
が
、
柳
が
芽
吹

い
て
暖
か
く
な
る
頃
、
オ
ス
は
頭
巾
を
か

ぶ
っ
た
よ
う
に
お
し
ゃ
れ
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
広
報
が
配
布
さ
れ
る
頃
に

は
、
繁
殖
地
に
向
か
っ
て
旅
立
っ
て
行
き

ま
す
。
毎
年
、
繰
り
返
し
引
き
継
が
れ
る

命
の
営
み
を
そ
っ
と
見
守
っ
て
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　

か
わ
う
そ
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㋟

オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
（
大
寿
林
）

　

ス
ズ
メ
目
ホ
オ
ジ
ロ
科
全
長
16
㎝

 

大
洲
の
野
鳥　
№
28
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う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

実
施
日

〇
６
月
１
日
「
う
か
い
開
き
」

〇
６
月
・
７
月
・
９
月
の
毎
週
水
曜
日

観
覧
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

乗
船
場
所　

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

ま
た
は
如
法
寺
河
原

下
船
場
所　

大
洲
城
下

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
観
覧
料
金

〇
大
型
〈
貸
切
18
人
乗
り
〉

２
４
，
１
５
０
円
（
税
込
）

（
通
常
３
６
，
７
５
０
円
）

〇
小
型
〈
貸
切
12
人
乗
り
〉

　

１
７
，
８
５
０
円
（
税
込
）

（
通
常
２
６
，
２
５
０
円
）

う
か
い
最
終
日

９
月
20
日
（
最
特
価
サ
ー
ビ
ス
）

〇
大
型
〈
貸
切
18
人
乗
り
〉

１
１
，
５
５
０
円
（
税
込
）

〇
小
型
〈
貸
切
12
人
乗
り
〉

　

９
，
４
５
０
円
（
税
込
）

※
料
理
、
飲
物
は
別
途
承
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
観
光
協
会
☎
㉔
２
６
６
４

ま
た
は
、
各
う
か
い
登
録
店
ま
で

昭
和
32
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
洲
の
う
か
い
が
満
50
年
に
な
り
ま
す
。
う

か
い
を
市
民
の
皆
様
に
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
お
得
な
料
金

の
「
う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

う
か
い
が
始
ま
っ
て
満
50
年

う
か
い
が
始
ま
っ
て
満
50
年

中学生以下の部　大賞　德山亜惟 (内子中３年)

第６回

「版画絵はがきコンテスト」
審査結果発表

―肱川風の博物館・歌麿館―

　

２
月
14
日
、
第
６
回
「
版
画
絵
は

が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
会
が
風
の

博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昨
年
11
月
か
ら
１

月
末
日
ま
で
作
品
募
集
を
行
っ
て
い

た
も
の
で
、
今
回
も
大
洲
市
内
は
も

と
よ
り
全
国
各
地
か
ら
木
版
画
や
シ

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
銅
版
画
な
ど
の

技
法
を
用
い
た
作
品
５
５
７
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
品
展
は
、
風
の
博
物
館
で
６
月

30
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
感
性
あ

ふ
れ
る
作
品
の
数
々
を
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

（
敬
称
略
）

【
一
般
の
部
】

大　

賞　

黒
木　

芳
幸 (

京
都
府)

優
秀
賞　

安
藤　

秀
信 (

香
川
県)

　
　
　
　

石
崎　

敏
子 (

滋
賀
県)

日
本
郵
政
公
社
四
国
支
社
長
賞

　
　
　
　

久
冨　

鐵
夫 (

山
口
県)

大
洲
市
長
賞

　
　
　
　

乳
井　

政
幸 (

東
京
都)

大
洲
市
教
育
長
賞

　
　
　
　

近
藤　

千
壽 (

三
重
県)

肱
川
郵
便
局
長
賞

　
　
　
　

米
今　

菊
子 (

広
島
県)

竹
笹
賞　

伊
藤　

昌
治 (

岡
山
県)

山
田
き
よ
賞　

　
　
　
　

細
川　

純
一 (

兵
庫
県)

入　

選　

渡
邉　
　

勝 (

京
都
府)

　
　
　
　

井
居　

文
雄 (

広
島
県)

　
　
　
　

大
澤　

八
郎 (

愛
媛
県)

　
　
　
　

佐
野　

愼
亮 (

神
奈
川
県)

　
　
　
　

宮
尾　

美
明 (

愛
知
県)

【
中
学
生
以
下
の
部
】

大　

賞　

德
山　

亜
惟 (

愛
媛
県)

優
秀
賞　

髙
塚　

泰
弘 (

奈
良
県)

　
　
　
　

萱
原　

恵
理 (

愛
媛
県)

日
本
郵
政
公
社
四
国
支
社
長
賞　

　
　
　
　

近
藤　

路
音 (

石
川
県)

大
洲
市
長
賞　

　
　
　
　

二
宮　

未
有 (

愛
媛
県)

大
洲
市
教
育
長
賞　

　
　
　
　

井
上　

侑
香 (

愛
媛
県)

肱
川
郵
便
局
長
賞　

　
　
　
　

片
岡　

康
太 (

奈
良
県)

竹
笹
賞　

本
田
し
お
ん (

東
京
都)

山
田
き
よ
賞　

　
　
　
　

山
本
ひ
か
り (

愛
媛
県)

入　

選　

須
々
田
優
治 (

千
葉
県)

　
　
　
　

西
本　

紘
基 (

奈
良
県)

　
　
　
　

八
木
咲
佑
美 (

愛
媛
県)

　
　
　
　

佐
藤　

大
輝 (

愛
媛
県)

　
　
　
　

中
村　

早
希 (

茨
城
県)
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２
月
26
日
、
大
洲
市
役
所
で
大
洲

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

第

３
回)

策
定
検
討
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
委
員
会
で
設
定
さ
れ
た

《
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
》《
快

適
性
・
利
便
性
の
ま
ち
づ
く
り
》《
個

性
・
魅
力
の
ま
ち
づ
く
り
》
と
い
う

大
洲
市
の
大
き
な
３
つ
の
「
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
」
を
受
け
、「
ま
ち
づ

く
り
の
テ
ー
マ
」
が

《
清
流
肱
川
が
結
ぶ

山
・
川
・
海
と
歴
史

に
包
ま
れ
た
快
適
活

動
都
市 

大
洲
》
に
設

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
基
準
年
次
の
平

成
17
年
か
ら
10
年
後

（
平
成
27
年
）
の
大
洲

市
の
目
標
人
口
は
、

上
位
計
画
の
大
洲
市

総
合
計
画
に
基
づ
い

て
５
０
０
０
０
人
と

設
定
さ
れ
、
20
年
後

（
平
成
37
年
）
の
目

標
人
口
は
、
10
年
後

の
目
標
人
口
を
基
に

４
９
０
０
０
人
と
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
土
地
利
用
、
都
市
施
設

等
を
は
じ
め
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
」と
、大
洲
地
域
、長
浜
地
域
、

肱
川
・
河
辺
地
域
の
３
区
分
の
「
地

域
別
構
想
」
の
案
に
つ
い
て
、
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
・
９
・
15
・
16
日
の
４
日
間
、

大
洲
・
長
浜
・
肱
川
・
河
辺
の
市
内

４
ヵ
所
で
大
洲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
素
案
策
定
に
係
る
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
市
民
・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

実
施
を
始
め
、
学
識
経
験
者
、
国
・

県
職
員
、
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
策
定
検
討
委
員
会
」
の
開
催
、
市
役

所
職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
策
定
部
会
」

の
開
催
、
市
内
４
地
域
の
各

種
団
体
等
の
代
表
者
に
よ
る

「
地
域
別
策
定
検
討
委
員
会
」

の
開
催
な
ど
を
経
て
策
定
さ

れ
た
素
案
に
つ
い
て
、
市
担

当
課
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
質
疑
お
よ
び
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
浜
地
域
の
説
明
会
に
は

20
名
が
参
加
し
、
参
加
者
か

ら
は
、
各
種
施
設
整
備
に
加

え
て
若
者
定
住
対
策
が
必
要

と
い
っ
た
意
見
を
は
じ
め
、

高
齢
者
に
優
し
い
施
設
整
備

や
地
域
が
良
く
な
る
景
観
計

画
作
り
な
ど
の
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
地
域
の
説
明
会
を
経
て
、
最
終

の
策
定
検
討
委
員
会
で
原
案
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
後
、
平
成
19
年
度
内

の
計
画
策
定
を
目
途
に
手
続
き
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
都
市
整
備
課

　

☎
㉔
２
１
１
１

　

（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）

策
定
検
討
委
員
会
開
催

長浜地域の説明会（３月９日）

素
案
策
定
に
係
る
説
明
会
が

市
内
４
ヵ
所
で
開
催

　

５
月
５
日
は「
子
ど
も
の
日
」

そ
し
て
、
５
日
か
ら
の
一
週
間

は
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

　

近
年
、
少
子
化
、
共
働
き
家

庭
の
一
般
化
な
ど
、
児
童
や
家

族
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ

ば
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

と
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
家
庭

や
社
会
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
み
ん
な
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、
私
た
ち
の
国
と
未

来
を
支
え
る
大
切
な
力
で
す
。

子
ど
も
を
持
ち
た
い
人
が
安
心

し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を

は
じ
め
、
企
業
、
地
域
社
会
を

含
め
た
社
会
全
体
で
子
育
て
支

援
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
を
尊
重
し

子
ど
も
が
夢
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

５
月
５
日
〜
11
日

児
童
福
祉
週
間

２月26日に開催された第３回の策定検討委員会

大
洲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
！
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連載シリーズ

　毎年５月には世界各国で赤十字の精神や

事業を普及する活動が行われます。

　日本赤十字社でも、５月を「赤十字運動

月間」と定め、それに合わせて社資（社費・

寄付金）の募集運動を実施します。

　赤十字のさまざまな活動は、皆様のあた

たかい心に支えられています。

　各区長さんなどを通じて募集を行います

ので、赤十字事業にご理解いただき、活動

資金にご支援、ご協力いただきますようお

願いいたします。

　区に未加入の方、法人・職域などにつき

ましては、社会福祉課または各支所市民福

祉課でお受けいたします。

ありがとうございました！

平成18年度の社費・寄付金

７，０７５，５８７円

　皆様からいただいた善意は、国際救援活

動、災害救護活動、医療・福祉事業など国

内外の人道的な活動の経費に活用されてい

ます。

５月は赤十字運動
月間です

車に乗ったら必ず全員シートベルトを締めましょう
☆自動車に乗ったら

必ず全員シートベルトを締めましょう

　全国のシートベルト着用調査で

　本県は運転席（ワースト３位）、助手席同乗者（ワースト１位）

と着用率が著しく低い状況です。

 

　平成18年中の愛媛県で自動車乗車中に交通事故で亡くなられ

た33人で、そのうち7人の方は、シートベルトを締めていれば命

が助かった可能性がありました。

　今後、シートベルト着用義務違反の取締りを強化します。

　助手席同乗者の非着装違反についても、取締りを行います。

運転するときはもちろん、同乗するときは必ず正しく着用しま

しょう。

交通死亡事故抑止

「アンダー１００」作戦実施中！

大 洲 警 察 署

おおずの女性
～輝いて今～Vol.28

「男女共同参画って男性の意識の問題なんじゃないの？」
いえいえ、そんな事はありません。女性の意識にだって問題
はあるのです。
たとえば、結婚した息子さんと娘さんをもつ、あるお母さん
のお話。

自分の息子が洗濯物を干していたら「まぁ、こんな事までや
らされて！」
娘の夫が洗濯物を干していたら「まぁ、優しい人と結婚して
娘は幸せだわ！」

こんな話は身近なところでもよくありますよね。

　国が平成11年に「男女共同参画社会基本法」を制定して８
年が経とうとしています。男女共同参画社会についての考え
は人それぞれで、性別に関係なく「それはいい事だ」と実践
にうつされる人、「男女共同参画」と聞いただけで逃げ出す人、
不快に思う人とさまざまです。なかには、女がでしゃばって
偉そうにしている社会だと誤解されている人や日本の伝統・
文化が損なわれると心配されている人もおられます。
　男女共同参画社会とは性別だけで役割を決めつけない社会
であり、男女の人権尊重という基盤の上に成り立つ社会です。

　大洲市では、男女共同参画社会の実現を目指し、性別によ
る差別的扱いや男女共同参画の推進を阻害するさまざまな相
談をお受けしています。
　男性も女性も一緒に意識改革をしていきましょう。
　相談は下記問い合わせ先まで。
　
【問い合わせ先】　市役所企画調整課  男女共同参画係
　　　　　　　　☎２４－２１１１（内線５２２、５２４）

～～　男女共同参画社会をめざして　～～
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